
付紙1

航空機撫着陸時における1薫酸化物（ＮＯｘ）排出量

1　環境影響評価の項目
「飛行場及びその施設の設置又は変更の事業に係る環境影響項目並びに当該
項目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うための手法を選定するための指
針、環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令」（平成10年6月
12日、運輸省令第36号）の標準項目（窒素酸化物）とする。

2　離着陸1回当たりの機種別排出量（ｋｇ／機）

機　 種

運　 用　 モ　 ー　 ド

アイドル時 離 陸 時 上 昇 時 着 陸 時 合　 計

ジ ェ ッ ト

Ｆ／Ａ－1 8Ａ 0 ．1 4 1．5 8 1．5 4 2．3 4 5．6 0

Ｅ／Ａ－6】ｉ 0 ．3 6 0 ．6 2 0 ．3 6 0．3 8 1．7 2

プ ロ ペ ラ Ｅ－2Ｃ 0 ，4 2 0 ．1 4 0 ．1 8 0 ．1 9 0．9 3

出典：ＵｎｅｔｅｄＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌＰＩＯｔｅＣｔｌＯｎＡｇｅｎｃｙ，ＭＰｒｏｃｅｄｕｒｅｓｆｏｒＥｍｉｓｓｉｏｎＩｒｌＶｅｒＬｔＯｒｙ

ＰｒｅｐａｒａｔｌＯｎＶｏｌｕｍｅＩＶ：ＭｏｂｉｌｅＳｏｕｒｃｅｓ‖（Ｄｅｃｅ皿ｂｅｆ1992）

当該資料のＬＴＯ標準時間を採用
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3
（ ら岩国へ移駐）

区 分 （機 種 ） 機　 数 年 間 飛 行 回 数 Ｎ Ｏ ｘ （ｔ／年 ）

ジ ェ ッ ト 5　3 機 約　 6 ， 0　0　0 回 3 3．6 0

プ ロ ペ ラ 4 機 約　 2 ， 0　0　0 回 1．8 6

計 5　7 機 約　 8 ， 0　0　0 回 3 5．4 6

注：1　ジェットの機種は、排出量が最大値のＦノＡ－18Ａを採用。
2　年間飛行回数は、離陸・着陸を1回として換算。
3　プロペラ機の飛行回数は、岩国飛行場に移駐するプロペラ機（Ｅ2－
Ｃ）数が、厚木飛行場に配備されているプロペラ機数の約3分の1で
あるとの推定により算出。

（2）自衛隊機（岩国から厚木へ移駐）

区分 （機種） 機　 数 年 間飛行 回数 ＮＯ ｘ （ｔ／年）

プ ロペ ラ 1 7 機 約　 5 ， 0　0　0 回 ▲ 4，65

注：1　年間飛行回数は、厚木飛行場に移駐される航空機数が、岩国飛行場
に配備されている航空機数の約半数であるとの推定により算出。
2　厚木飛行場へ移駐される航空機が排出する窒素酸化物については分
からないため、同じプロペラ機である　Ｅ－2Ｃの数値を使用して算出。

4　平成16年度における岩国地域の窒素酸化物排出量（ｔ／年）
4，959．4（ｔ／年）
出典：平成17年版環境白書参考資料集
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付紙2

厚木海雷飛行場における夜間義隆訓練に伴う騒音状況等（平成16年度）

1　訓練実施日：平成16年7月13日、
平成17年1月18日、

2　訓練機種：低騒音機

Ｒ
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日
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ｇ

3　騒音状況：

（1）平成16年7月13日、14日（2日間18：00－22：00）

（4日間）

（単 位 ：回 ）

区 分
7 0ｄＢ以 上 8 0ｄＢ以 上 9 0ｄＢ以 上

10 0 ｄＢ以 上 合　 計
8 0ｄＢ夫 三着 9 0ｄＢ未 満 10 0ｄＢ未 満

北 仰 0 1 7 5 4 3 7 4
（0 ．0） （8．5） （2 7．0） （1．5） （3 7‾．0）

爾 1刑 1 5 2 0 6 1 4 2
（7 ．5） （1 0．0） （3．0） （0 ．5 1 （2 1．0）

合 計 1 5 3 7 6 0 4 1 1 6
（7．5） （18 ．5） （30 ．0） （2 ．8） （5 8．0）

；王 ：ｔ Ｊ 菅 は 、 1 日 当 た り の 半 ；出 獄 で あ る 。 （以 下 同 じ。）

（2）平成17年1月18日、19臥　21日、22日（4日間18：00～22：00）
（単位 ：回）

区 分
70ｄＢ以上 80ｄＢ以上 90ｄＢ以上

10ＤｄＢ以上 合　 計
80ｄＢ未満 90ｄＢ未満 川0路未満

北 側 8 4 5 9 2 0 1 4 5
（21．0） （14．8） （0．5） （0．8） （36．3）

両 側 4 3 0 2 8 7 0 3 2 1
（1．0） （7．5） （71．8） （0．0） （80．3）

合 計 8 8 8 9 2 8 9 0 4 6 6
（22．0） （22．3） （72．3） （0．0） （116．5）

［参考：測定位置］

と崇・へ、．ぺ
肘謝借批㈱　　　測定付旨ｒ右仰ｎ

苦情 件数
（蛍仲 ：件）

区　　　 づけ 市 県 凶 計
16／7／13 ．14 3　2 1 0 7 4 9

17／1／18 ．19．2 1．2 2． 4 1 5 5 5 1

計 7　3 1 5 1 2 1 0 0

1 日当た りの件 数 1 2 ．2 2 ．5 2 ．0 1 6 ．7
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付紙3

空母艦載機離着陸訓練前の厚木飛行場周辺における騒音状況等（平成16年度）

1　騒音状況：

（1）平成16年6月8日～7月6日（29日間06：00～22：00）
（参考二硫黄島における空母艦載機離着陸訓緬期間は平成16年7月7日～16日）

（単 位 ：回 ）

区 分
7 0ｄＢ以 上 8 0ｄＢ以 上 9 0ｄＢ以 上

10 0ｄＢ以 上 合　 計
8 0ｄＢ未 満 9 0ｄＢ未 満 10 0ｄＢ未 満

北 側 6 7 1 6 3 0 1 ， 4 8 4 6 4　7 3 ， 4 3 2
（2 3 ．日 （2 1．7） （5 1．2） （2 2．3） （11 8．3）

両 側 8 5 4 9 9 5 3 9 9 5 4 9 2 ， 7 9 7
（2 9 ．4） （3 4．3） ‖ 3．8） （18 ．9） （9 6．4）

合 計 1 ，5 2 5 1 ， 6 2 5 1 ， 8 8 3 1 ， 1 9 6 6 ， 2 2 9
（5 2 ．6） （5 6．0） （6 4．9） （4 1．2） （2 1 5．0）

；王 ：（ ） 青 は 、 1　 当 た りの 半 ．凶 瓢 で あ る 。 （以 下 同 じ。）

（2）：平成16年12月19日～平成17年1月17日（30日間06：00～22：00）
（参考：硫黄島における空母艦載機離着陸訓練期間は平成17年1月18日～23日）

（単 位 ：回 ）

区 分
70 ｄＢ以 上 80ｄＢ以 上 90 的以 上

100 ｄＢ以 上 合　 計
80 服 未 満 90ｄＢ未 満 100 ｄＢ未 満

北 側 4 8 7 6 8 6 6 9 3 7 6 4 2 ， 6 3 0
（16 ．2） （22 ．9） （23．り （25．5） （87．7）

南 側 5 0 6 6 9 5 7 1 9 7　3 5 2 ， 6 5 5
（16 ．9） （23 ．2） （24．0） （24．5） （88．5）

倉 吉ナ 9 9 3 1 ， 3 8 1 1 ， 4 1 2 1 ， 4 9 9 5 ， 2 き 5
（33．1） ｒ46 ．0） （47．11 （50 ．0） 日 76．2）

【参考：測定位置］

・－

、＼＼ノへ＼［垂］

ｔＪ」、・′一一＼ハ

2　苦情件数
（単位 ：件 ）

区　　　 ケ† 巨岩体注 匡ｌ 計
16／6／8～ 7／6 9　3　9 1 1 5 1 ． 0 5 4
16／12／19～ 17／1／17 3 3 5 6　9 4 0 4
計 1 ， 2 7 4 1 8 4 1 ， 4 5 8

1 日当た りの件数 2 1 ．6 3 ．1 2 4 ．7

；王） 自治体 の内訳 は、 属表の とお り

一　20　－



苦情件数（県・市町村別）
（単位二件）

大 ；和 市 】墾 激 市 藤 沢 市 相 ｌ菓ｌ良 市 海 老 名 市 座 闇 市 横 浜 市 町 田 而 そ の 他 押 崇 川 県 計
平 成 1 6 年 6 月 8 日

平 成 1 6 年 7 月 6 日

3 4 2 6 4 16 9 13 4 2 3 7 4 9 6 4 9 5 1 9 3 9

平 成 1 6 年 1 2 月 1 9 日

平 成 1 7 年 1 月 1 7 日

1 1 1 5 4 3 0 3 5 1 1 3 2 5 1 6 1 0 3 1 3 3 5

計 4 5 3 1 1 8 1 9 9 16 9 3 4 1 0 6 1 4 8 0 1 9 8 2 1 ．2 7 4

1 日 当 た り の 仔 孤 7 ．7 2 ．0 3 ．4 2 ．9 0 ．6 1 ．8 0 ．2 1 ．4 0 ．3 1 ．4 2 1 ．6
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在日米軍の空母艦載機離発着訓練（ＦＣＬＰ）の実施状況について

平．17．11，1．現在

－

Ｎ

Ｎ

－

年又

硫黄島 厚　 木 猿　 田 三　 沢 岩　 国

訓練日数 訓練回数 機　 種 訓練日数 訓練回数 機　 種 訓読日数 訓練回数 機　 種 訓練日数 訓練回数 機　 種 訓練 日数 訓練回数　 機　 種

平 3
川 990 ト 14等 5 1 2，730 ＦＡ一相等 20 1，300 ト 2等 10 260 ＦＡ－18等 Ｚｌ 1，09Ｄ　ＦＡ一相等

4 8 1，54ｔ】 ト 14等 28 1，430 ＦＡ－18等 20 1．3 1【Ｉ ト 2等 5 220 ＦＡ－18等 11 650　ＦＡ－18等

5 16 2，900 ト 14等 14 850 ＦＡ－18等 15 1．030 Ｅ－2等 3 30 ＦＡ－18等 4 27Ｄ　ＦＡ－18等

6 20 3，750 Ｆ－14等 12 480 Ｓ－3等 8 440 Ｅ－2等 Ｄ Ｄ － 0 0　　　 －

7 22 3 ．570 ト 14等 4 60 Ｓ－3等 3 210 Ｅ－2等 2 Ｔｎ ＥＳ－3 0 0　　　 －

8 Ｔや 3，0 18 ト 14等 8 150 Ｓ－3等 6 30Ｄ ト 2等 4 60 ＥＳ－3 0 0　　　 －

9 9 1，280 ト 14等 9 460 Ｓ－3等 4 4 70 Ｅ－2 2 40 ＥＳ－3 5 760　ＦＡ－18等

10 20 3，638 ト 14等 4 80 Ｓ－3等 ｌ 80 Ｅ－2等 0 0 － 8 0　　　 一

11 6 1，210 ト 14等 10 660 Ｓ－3等 3 290 Ｅ－2等 0 ロ － 5 祁Ｄ　ＦＡ－18等

12 14 1，840 Ｆ－ｔｄ等 8 360 ＦＡ－18等 5 490 Ｅ－2等 3 1ｇｎ ＦＡ－18等 2 240　ＦＡ－18

13 14 1．950 ト 14等 3 110 Ｓ－3等 0 0 ー 0 0 － Ｄ 0　　　 一・

14 ほ 2，210 Ｆ－14等 4 1 10 Ｓ－3等 0 0 ー 0 0 － 8 0　　　 －

15 ｔ6 2，590 ト 14等 2 40 Ｓ－3等 Ｄ 0 － Ｄ Ｄ ー 0 0　　　 －

16 14 2，180 ＦＡ－18等 6 370 Ｓ－3等 0 8 一 Ｄ 0 － 0 0　　　 －

17 17 2，670 ＦＡ－18等 5 150 Ｅ一之等 0 0 － 0 0 － 0 0　　　 －

合計 221 35，320
　＼

168 8，040
　＼

85 5，920
　＼

29 820
　＼

48
。，2。。ｉ＼

全体 53，390

注：1　訓練回数及び機種は、防衛施設局職員等が現地において目視したもので、計数は概数である。

2　随黄島については、平成3年から訓練を実施している。




